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第８次氷見市総合計画後期基本計画策定に係る基礎調査 

市 民 意 識 調 査 結 果 概 要 
 

１ 調査概要 

第８次氷見市総合計画後期基本計画の策定のための基礎調査として、市民意識調査を実

施しました。 

 

調査対象及び改修結果 

①氷見市     ：49,023 人から 18歳以上 3,000 人、回答 1,068人（回答率 35.6%） 

②仏生寺地区 ：1,080 人から 18歳以上 70人、回答 26人（回答率 37.1%） 

 

２ 調査結果抜粋 

（１）道路や上下水道、住宅など社会基盤の分野で特に力を入れていく必要があると思わ

れる施策について（回答は３つまで） 
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0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

生活交通（バスなどの交通手段）の確保

空き家等の対策・利活用

街路や生活道路の整備

公共空地の利活用

計画的な土地利用の推進

雪に強いまちづくり

ＪＲ氷見線の利便性向上

農山漁村の生活環境の整備

公園、緑地の確保

国道など幹線道路の整備

能越自動車道の４車線化

地すべり防止、海岸保全など防災対策

ごみ処理施設・リサイクル体制の充実

駐車場の確保

下水道の整備・合併処理浄化槽の設置助成の充実

交通安全対策の充実

情報通信基盤の充実

住宅用地の造成推進

公共住宅の建設

その他

無回答

氷見市 仏生寺

資料５ 
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（２）中山間地における活性化対策として、市が今後より力を入れるべき施策について 

（回答は３つまで） 
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路線バスなど公共交通機関の維持

除雪、融雪装置の整備

幹線道路・集落内道路の整備

へき地巡回診療など医療サービスの充実

空き家への都市住民等の移住・定住の促進

危険老朽空き家の対策

耕作放棄地の発生防止対策

草刈りなどの地域課題の解決への取り組みやビジネス化の

支援

上下水道等の生活環境の整備

農地保全のため農作業を受託する市民団体等への支援

集落の現状による課題等の把握

集落ごとの特色を生かした活性化事業の提案促進と事業へ

の支援

集落のリーダーとなる人材の確保・育成

棚田オーナー制度のような都市住民等との交流機会の拡大

グリーンツーリズム（農山漁村地域での滞在型余暇活動）等

の体験観光の推進

都市部からの小学生の体験学習の受け入れ

複数集落の連携体制づくり

地域における拠点づくりの推進

その他

無回答

氷見市 仏生寺


